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〇 重複回答を回避するため　設定 1 回答者ID
IDはハガキに印字さ
れています

〇 2 1
貴事業所の主な業種について、
お答えください。（○はひと
つ）

1 建設業
2 製造業
3 電気・ガス・熱供給業
4 情報通信業
5 運輸業
6 卸売・小売業
7 金融・保険業
8 不動産業
9 飲食店
10 医療・福祉
11 教育・学習支援業
12 サービス業
13 その他（具体的に 　　）

2
事業所区分について、お答えく
ださい。（○はひとつ）

1  単独事業所
2  本社・本店
3  支社・支店・営業所等

〇 3 3
貴事業所（単体）の従業員数を
雇用形態別に記入してくださ
い。（数字で記入）

女性/男性/男女計　それぞれについて、
正規従業員／パート・アルバイト／その他の非正規従
業員／派遣労働者／計　の人数を回答

〇
女性がライフステージに影響されず働き続
けられているかをみるため

4
正規従業員の平均年齢、平均勤
続年数を記入してください。
（数字で記入）

平均勤続年数小数点
第2位を四捨五入して
ください。具体的な
数字がわからない場
合には、およその数
字でも結構です。

女性/男性/男女計　それぞれについて、
平均年齢（単位：歳）／平均勤続年数（単位：年）
を回答

〇 5 4
貴事業所における管理職の人数
と、女性管理職の割合を記入し
てください。（数字で記入）

管理職合計人数／うち、女性管理職者数／女性管理職
割合　を回答

〇 6
女性管理職の登用が進まない理
由は何だと思いますか？（複数
選択可）

1 管理職ポジションへの女性の候補者が少ない
2 長時間労働が常態化しており、育児との両立が難し
い
3 伝統的なジェンダーロールが根強い
4 女性向けの事業所内ネットワークが不足している
5 男性中心の企業文化が存在する
6 その他（　）

5

女性管理職が少ない（または、
いない）のは、どのような理由
からですか。（あてはまるもの
すべてに○）

問4で、女性管理職割
合が10％未満と回答
した事業所に対する
設問

1 女性従業員が少ない、またはいない
2 管理職になるために必要となる知識や経験を有する
女性が少ない、またはいない
3 女性は勤続年数が短く、管理職になるまでに退職す
る
4 管理職の業務はハードで、女性には任せられない、
あるいは向いていない
5 家庭の事情があるため、女性が管理職に就くことは
大変
6 管理職になるための教育訓練を行っていない
7 女性従業員自身が管理職に就くことを希望しない
8 上司や同僚、部下となる従業員が、女性管理職を希
望しない
9 特にない

〇 7
女性管理職の増加を阻む制度的
な障壁は何だと思いますか？
（複数選択可）

1 育児休暇や介護休暇の取得が困難
2 フレックスタイムやリモートワークの導入が進んで
いない
3 昇進試験や評価基準が不公平
4 キャリアアップのための研修や教育の機会が不足し
ている
5  その他（　）

〇 8

女性管理職を増やすために事業
所（企業）が取り組むべき施策
は何だと思いますか？（複数選
択可）

1 育児・介護支援の拡充（託児所の設置、育児休暇の
拡充など）
2 フレックスタイムやリモートワークの推進
3 女性向けの事業所内ネットワークの促進
4 公正な評価システムの導入
5 女性向けのリーダーシップ研修の実施
6 男性社員へのジェンダー意識改革研修の実施
7  その他（　）

〇 "9-1
貴事業所では、ポジティブアク
ション（女性活躍推進等）の基
本方針を定めていますか？

1 はい
2 いいえ
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〇 "9-2

現在、貴事業所で実施している
ポジティブアクションの具体的
な取り組みを教えてください。
（複数回答可）

9-1で「1 はい]と回
答した事業所への設
問

女性管理職の育成プログラム
1 男女の賃金格差の是正
2 育児休業や介護休業の取得支援
3 働き方改革（リモートワークやフレックスタイム制
度の導入など）
4 ダイバーシティ、インクルージョンの推進
5 その他（　）

6

貴事業所では、「ポジティブ・
アクション」（※）としてどの
ようなことを実施しています
か。または、現在は実施してい
ないが、今後、実施したい取組
みはありますか。（①から⑪に
ついて、それぞれあてはまる番
号にひとつずつ〇）

問4で、女性管理職割
合が10％以上と回答
した事業所に対する
設問

下記の項目ごとに　実施している／今後実施したい／
実施する予定はない　の選択肢を設定
① 女性の登用や人材育成に関する具体的な計画や方針
がある
② 女性の少ない職種や職務に女性を配置するように努
めている
③ 女性の管理職への登用を積極的に行っている
④ 性別による評価をすることのないよう、評価基準を
明確にしている
⑤ 女性が能力を発揮できるよう、教育訓練や研修を実
施している
⑥ 業務に必要な知識や資格取得のための教育訓練や研
修を、性別に関係なく実施している
⑦ 女性が提案や発言をしやすいよう、配慮している
⑧ 仕事と家庭の両立のための支援制度を整備している
⑨ 男女の固定的な役割分担意識による慣行の見直しを
行っている
⑩ 男女平等について、社内の意識改革に努めている
⑪ 相談窓口を設置している
⑫ その他（　　　）

〇 "9-3
貴事業所で実施しているポジ
ティブアクションの効果をどの
ように評価していますか？

9-1で「1 はい]と回
答した事業所への設
問

1 定量的なデータ（例：女性管理職の割合、男女の賃
金格差の縮小など）
2 定性的な評価（例：社員の満足度や働きやすさの向
上など）
3 その他（　）

"6-1

「ポジティブ・アクション」の
効果についてお聞かせくださ
い。（あてはまるものすべてに
○）

問6で、項目①～⑪の
うち1つ以上について
「実施している」と
回答した事業所に対
する設問

1  男女ともに職務遂行能力によって評価されるという
意識が高まった
2  男性が女性を対等な存在として見るようになった。
3  男女従業員の能力発揮により、生産性向上や競争力
強化につながった。
4  顧客や取引先からの評判がよい
5  採用にあたって、優秀な人材を確保できた
6  女性の管理職の人数が増えた
7  女性の勤続年数が伸びた
8  女性の従業員数が増えた
9  その他（具体的に　　　　）
10  今のところ目立った成果は出ていない

〇 "9-4

ポジティブアクションを推進す
る上で、現在直面している最大
の課題は何ですか？（単数回
答）

9-1で「1 はい]と回
答した事業所への設
問

1 経営陣の理解不足
2 予算不足
3 社内の理解不足、反対
4 効果的な施策の不明確さ
5 その他（　）

〇 "9-5
ポジティブアクションを実施し
ていない理由はなんですか？
（複数回答）

9-1で「2 いいえ]と
回答した事業所への
設問

1 経営陣の理解不足
2 予算不足
3 社内の理解不足、反対
4 効果的な施策の不明確さ
5 その他（　）

"6-2
実施していない理由をお聞かせ
ください。（あてはまるものす
べてに○）

問6で、項目①～⑪で
「実施している」と
回答した項目がない
事業所に対する設問

1  人件費や就業環境の整備等に費用がかかるから
2  職務上、時間外労働や深夜労働があり、女性にはさ
せにくい
3  女性従業員自身が希望していない
4  男性従業員の認識、理解が不十分である
5  取組み方がわからない
6  特に必要性を感じない
7  その他（具体的に　　　　）

〇 "10-1

貴事業所で実施しているセク
シュアル・ハラスメント、パ
ワー・ハラスメント防止の具体
的な取り組みを教えてくださ
い。

下記の項目ごとに　実施済／実施予定／検討中／実施
予定なし　の選択肢を設定
1 ハラスメント防止のための研修・講習会
2 ハラスメント相談窓口の設置
3 社内ポリシーやガイドラインの策定
4 定期的なアンケートや意識調査の実施
5 外部専門家による監査やアドバイス
6 その他（　）

7

 貴事業所のセクシュアル・ハラ
スメント、パワー・ハラスメン
ト防止の取組みについてお答え
ください。（①から⑤につい
て、それぞれあてはまる番号ひ
とつに○）

セクハラ／パワハラ　それぞれについて、下記の項目
ごとに　実施している／実施予定又は検討中／実施す
る予定はない　の選択肢を設定
① 就業規則などにハラスメント防止の規定を定めてい
る
② 事業所内に相談窓口を設けている
③ ハラスメント発生時の対応マニュアルを定めている
④ ハラスメント防止に関する研修を実施している
⑤ 資料の配布や掲示により、意識啓発を図っている
⑥ その他（具体的に　　　　）

〇 "10-2

ハラスメントに関する問題が発
生した場合、どのような対応を
行っていますか？（複数選択
可）

1 内部調査
2 外部調査機関への依頼
3 関係者へのヒアリング
4 処分や懲戒措置
5 再発防止策の実施
6 その他（　）

8

貴事業所において、セクシュア
ル・ハラスメントやパワー・ハ
ラスメントが起こった場合、対
応として特に難しいと感じてい
るのはどのようなことですか。
（あてはまるものすべてに○）

セクハラ／パワハラ　それぞれについて、下記の項目
ごとに　該当するものに〇
① プライバシーの保護が難しい
② 相談を受ける時に、どういう点に留意すべきかわか
らない
③ 相談を受けた後、どのように対処したらよいかわか
らない
④ 当事者の言い分が食い違う等、事実確認が難しい
⑤ 日常の業務が忙しいため、対応する余裕がない
⑥ ハラスメントの定義や基準がわからない
⑦ 特に難しいと感じていることはない
⑧ その他（具体的に　　　　）

〇 "11-1 9
貴事業所では、育児を支援する
制度がありますか。（どちらか
に○）

1 はい
2 いいえ
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〇 "11-2
どのような育児支援制度を提供
していますか？（複数選択可）

11-1で「1 はい]と回
答した事業所への設
問

1 育児休暇制度
2 育児短時間勤務制度
3 在宅勤務・リモートワークの導入
4 事業所内保育所の設置
5 子どもの病気時の特別休暇
6 その他（　）

"9-1
育児を支援する制度はどのよう
なものですか。（あてはまるも
のすべてに○）

問9で、1 はい と回
答した事業所に対す
る設問

1   就業規則に育児支援に関する規定がある
2   法律(※)の枠内の育児休業制度を設けている
3   法律(※)の枠を超える育児休業制度を設けている
4   育児等の手当を支給している
5   勤務時間短縮などの措置を講じている
6   在宅勤務やフレックスタイムなど、柔軟な勤務制
度を採用している
7   施設やサービスを利用するための援助金を出して
いる
8   勤務条件等に関して、育児をする従業員の希望を
聞き入れている
9   その他（　　　）

〇
性別によって育休取得日数に差があるかど
うかを検証

12
11-1で「1 はい]と回
答した事業所への設
問

下記項目を変更、追加
女性従業員
1 令和5年4月1日から令和6年年3月31日までに出産した
女性従業員
3 1のうち、育児休業を取得した女性従業員の平均取得
日数
男性従業員
1 令和5年4月1日から令和6年3月31日までに配偶者が出
産した男性従業員
3 1のうち、育児休業を取得した男性従業員の平均取得
日数

"9-2
育児休業の取得状況について、
男女別にお答えください。（数
字で記入）

問9で、2 いいえ と
回答した事業所に対
する設問

各項目に該当する人数を回答
女性従業員
1 平成31年4月1日から令和2年3月31日までに出産した
女性従業員
2 1のうち、育児休業を取得した女性従業員
男性従業員
1 平成31年4月1日から令和2年3月31日までに配偶者が
出産した男性従業員
2 1のうち、育児休業を取得した男性従業員

〇 "13-1 10
貴事業所では、介護を支援する
制度がありますか。（どちらか
に○）

1 はい
2 いいえ

〇 "13-2
どのような介護支援制度を提供
していますか？（複数選択可）

13-1で「1 はい]と回
答した事業所への設
問

1 介護休暇制度
2 介護短時間勤務制度
3 在宅勤務・リモートワークの導入
4 介護サービスの補助金
5 介護相談窓口の設置
6 その他（　）

"10-1
介護を支援する制度はどのよう
なものですか。（あてはまるも
のすべてに○）

問10で、1 はい と回
答した事業所に対す
る設問

1 就業規則に介護支援に関する規定がある
2 法律(※)の枠内の介護休業制度を設けている
3 法律(※)の枠を超える介護休業制度を設けている
4 勤務時間短縮などの措置を講じている
5 在宅勤務やフレックスタイムなど、柔軟な勤務制度
を採用している
6 施設やサービスを利用するための援助金を出してい
る
7 勤務条件等に関して、介護をする従業員の希望を聞
き入れている

〇 14

下記項目を変更、追加
女性従業員／男性従業員それぞれについて、該当する
人数を回答
1 令和5年4月1日から令和6年3月31日までに介護休業を
取得した従業員
2 介護休業を取得した従業員の平均取得日数

"10-2
介護休業の取得状況について、
男女別にお答えください。（数
字で記入）

問10で、1 はい と回
答した事業所に対す
る設問

女性従業員／男性従業員それぞれについて、該当する
人数を回答
平成31年4月1日から令和2年3月31日までに介護休業を
取得した従業員

〇 "15-1

育児・介護支援制度を導入した
後、社員の仕事と家庭の両立に
対する満足度は向上しました
か？

11-1/13-1で「1 は
い]と回答した事業所
への設問

1 大幅に向上した
2 ある程度向上した
3 変わらない
4 低下した
5 大幅に低下した

11

制度を導入・実施したことに
よって、どのような効果や変化
がありましたか。（①から⑩に
ついて、育児、介護それぞれあ
てはまる番号にひとつずつ○）

問9or10で、1 はい
と回答した事業所に
対する設問

育児支援制度／介護支援制度　それぞれについて、下
記の項目ごとに　効果や変化があった／どちらともい
えない／効果や変化はなかった　のいずれかを回答
① 女性従業員の定着率が向上した
② 意欲や能力のある女性の人材活用が進んだ
③ 従業員同士が助け合う雰囲気が生まれた
④ 従業員のストレスが減った
⑤ 業務の効率化や改善につながった
⑥ 社会的責任を果たす企業としてイメージが高まった
⑦ 従業員の満足度や仕事への意欲が高まった
⑧ 現場管理職の労務管理が難しくなった
⑨ 従業員１人当たりの業務量が増えた
⑩ 男性従業員の育児・介護に対する参画意識が高まっ
た⑪ その他（具体的に　　　　）

〇 "15-2
育児・介護支援制度の導入によ
る社員の離職率の変化について
教えてください。

11-1/13-1で「1 は
い]と回答した事業所
への設問

1 大幅に減少した
2 ある程度減少した
3 変わらない
4 増加した
5 大幅に増加した

〇 "15-3

育児・介護支援制度の導入によ
り、女性社員のキャリアアップ
や昇進にどのような影響があり
ましたか？

11-1/13-1で「1 は
い]と回答した事業所
への設問

1 大幅に促進された
2 ある程度促進された
3 変わらない
4 妨げられた
5 大幅に妨げられた
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〇 "15-4
育児・介護支援制度に関して、
現在直面している最大の課題は
何ですか？

11-1/13-1で「1 は
い]と回答した事業所
への設問

1 経営陣の理解不足
2 制度の利用しづらさ
3 情報不足
4 予算不足
5 その他（　）

12

仕事と育児や介護との両立支援
制度の利用を促進しようとする
場合、どのような問題があると
思いますか。（あてはまるもの
すべてに○）

1 日常的に労働時間が長い部門・事業所がある
2 全体的に休暇取得率が低い
3 育児休業や介護休業が取りづらい雰囲気がある
4 周りの人の業務量が増える
5 育児休業や介護休業などによる代替要員の確保が難
しい
6 育児・介護支援などに関する管理職の認識が不足し
ている
7 両立支援制度の導入に伴い、コストが増大する
8 公的及び民間の保育・介護サービスが不足している
9 社会通念上、男性が育児・介護に参加しにくい
10 情報やノウハウ不足により制度の導入や運用が難し
い
11 両立支援の効果が、企業として数値等で把握しにく
い
12 休業することによって収入などの面で不安があるた
め、従業員が利用を望まない
13 特に問題となることはない
14 その他（具体的に　　　　）

〇 "16-1
貴事業所では、ワーク・ライ
フ・バランスの向上に向けた具
体的な取り組みを行っています

1 はい
2 いいえ

〇 ”16-2

ワーク・ライフ・バランスの向
上に向けた具体的な内容を以下
から選択してください。（複数
選択可）

16-1で「1 はい]と回
答した事業所への設
問

1 フレックスタイム制度
2 テレワーク制度
3 時短勤務制度
4 有給休暇の取得促進
5 育児・介護休業制度
6 健康増進プログラム
7 メンタルヘルスサポート
8 その他（　）

13

ワーク・ライフ・バランス（仕
事と生活の調和）を実現するた
めに実施している取組みはあり
ますか。（①から⑨について、
それぞれあてはまる番号ひとつ
に○）

それぞれについて、　実施している／今後実施したい
／実施する予定はない　のいずれかを回答
① 仕事と育児との両立支援制度を利用しやすい雰囲気
づくり
② 仕事と介護との両立支援制度を利用しやすい雰囲気
づくり
③ 長時間残業の削減など労働時間短縮の取組み
④ 年次有給休暇取得の促進
⑤ 年次有給休暇以外の有給制度
⑥ 変形労働時間制の導入
⑦ 在宅勤務の導入
⑧ 従業員の心身の健康支援
⑨ 従業員の地域活動支援
⑩ その他（具体的に　　　　）

〇 "16-3
貴事業所のワークライフバラン
ス向上の取り組みは、どの程度
効果があると感じますか？

16-1で「1 はい]と回
答した事業所への設
問

1 非常に効果がある
2 ある程度効果がある
3 あまり効果がない
4 全く効果がない

"13-1

「ワーク・ライフ・バランス」
に関する取組みの効果について
お聞かせください。（あてはま
るものすべてに○）

問12で、項目①～⑨
のうち1つ以上につい
て「実施している」
と回答した事業所に
対する設問

1 仕事の生産性が向上した
2 コストが削減できた
3 会社のイメージが向上した
4 従業員の仕事への意欲が向上した
5 会社に対する満足度が向上した
6 従業員の心身の健康が向上した
7 従業員の時間管理能力が向上した
8 女性従業員の定着率を高めた
9 男性従業員の定着率を高めた
10 従業員の採用に効果があった
11 今のところ目立った効果は出ていない
12 その他（具体的に　　　　）

14

貴事業所では、妊娠、出産もし
くは育児または介護を理由とし
て退職した者に対する再雇用制
度はありますか。（あてはまる
ものすべてに○）

1 正規社員として退職したものを正規社員として再雇
用
2 正規社員として退職したものを非正規社員として再
雇用
3 非正規社員として退職したものを正規社員として再
雇用
4 非正規社員として退職したものを非正規社員として
再雇用

15

貴事業所では、雇用形態を転換
する制度がありますか。（①、
②について、それぞれあてはま
る番号ひとつに○）

非正規社員から正規社員へ／正規社員から非正規社員
へ　のそれぞれについて、　制度があり、実際例もあ
る／制度はあるが、実際例はない／制度はないが、実
際例はある／制度も実際例もない　のいずれか該当す
る項目を選択

〇
設問、選択肢変更
複数回答

17

貴事業所では、多様な働き方が
できる制度を導入しています
か。（あてはまるものすべてに
○）

1　フレックスタイム制度
2　時差出勤制度
3　短時間勤務制度
4　テレワーク
5　フリーアドレス（職場に固定席を持たず、自由な席
で働くこと）
6　再雇用制度（妊娠、出産、もしくは育児または介護
を理由として退職した者に対する）
7　雇用形態の転換（非正規社員から正規社員へ、正規
社員から非正規社員へなど）
8　兼業・副業
9　その他（具体的に　　　）

16

貴事業所では、在宅勤務などの
テレワーク（情報通信技術を活
用した場所にとらわれない柔軟
な働き方）を導入しています
か。（どちらかに○）

1 はい
2 いいえ
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〇
設問変更
複数回答

18
多様な働き方ができる制度を導
入した理由はなんですか。（あ
てはまるものすべてに○）

問22で1つでも○を回
答した事業所に対す
る設問

1 定期的業務の効率性（生産性）向上
2 勤務者の移動時間の短縮
3 非常時（災害・感染症等）の事業継続に備えるため
4 従業員のゆとりや健康的な生活の実現を図る
5 育児や介護との両立支援
6 優秀な人材の雇用確保
7 コスト削減
8 環境負荷の軽減
9 その他（具体的に　　　　）

"16-1
テレワークを導入した理由はな
んですか。（あてはまるものす
べてに○）

問16で、1 はい と回
答した事業所に対す
る設問

1 定期的業務の効率性（生産性）の向上のため
2 勤務者の移動時間の短縮のため
3 非常時（地震・インフルエンザ等）の事業継続に備
えるため
4 従業員のゆとりや健康的な生活の実現を図るため
5 育児や介護との両立支援のため
6 優秀な人材の雇用確保のため
7 コスト削減のため
8 環境負荷の軽減のため
9 その他（具体的に　　　　）

17

貴事業所では、女性、LGBT、障
がい者、高齢者、外国人など多
様な人材を活かすダイバーシ
ティについて、取組みを進めて
いますか。（○はひとつ）

1 多様な人材の採用・活用に努めている
2 必要性は感じているが、特に取組みはしていない
3 必要性を感じていない
4 むしろデメリットが多いと考えている（理由⇒
）
5 ダイバーシティということばや考え方を知らなかっ
た

18
貴社全体の従業員規模につい
て、次の区分よりお答えくださ
い。（○はひとつ）

事業所全体（市内事
業所を含む本社、全
営業所、全事業所の
合計）の状況を問う

1 ～30人
2 31～50人
3 51～100人
4 101～200人
5 201～300人
6 301人以上

19

貴社（複数の事業所がある場合
は、貴事業所を含む会社全体）
における管理職の人数と、女性
管理職の割合を記入してくださ
い。（数字で記入）

事業所全体（市内事
業所を含む本社、全
営業所、全事業所の
合計）の状況を問う

管理職合計人数／うち、女性管理職者数／女性管理職
割合　を回答

〇 19 20

貴社（複数の事業所がある場合
は、貴事業所を含む会社全体）
は、「次世代育成支援対策推進
法」に基づく一般事業主行動計
画を策定していますか。（○は
ひとつ）

事業所全体（市内事
業所を含む本社、全
営業所、全事業所の
合計）の状況を問う

1 すでに策定している
2 現在、策定中である
3 策定していない
4 策定しているかどうかわからない
5 計画自体を知らない
6 その他（　　　　　）

〇 20 21

貴社（複数の事業所がある場合
は、貴事業所を含む会社全体）
は、「女性活躍推進法」に基づ
く一般事業主行動計画を策定し
ていますか。（○はひとつ）

事業所全体（市内事
業所を含む本社、全
営業所、全事業所の
合計）の状況を問う

1 すでに策定している
2 現在、策定中である
3 策定していない
4 策定しているかどうかわからない
5 計画自体を知らない
6 その他（　　　　　）

〇 21 22

女性の活躍やワーク・ライフ・
バランスの推進など、男女共同
参画社会づくりを進める上で、
ご意見、ご提案などがありまし
たら、自由に記入してくださ
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